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機能性ナノ空間材料
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アセチレンの高密度濃縮 COの選択的吸着

圧縮限界が0.2 MPaのアセチレンガスを200倍の高密度で濃縮 分離困難ガスであるCO / N2を低エネルギーで分離





①洋上風力発電の低コスト化
②次世代型太陽電池の開発
③大規模水素サプライチェーンの構築
④再エネ等由来の電力を活用した水電解による水素製造
⑤製鉄プロセスにおける水素活用
⑥燃料アンモニアサプライチェーンの構築
⑦CO2等を用いたプラスチック原料製造技術開発
⑧CO2等を用いた燃料製造技術開発
⑧CO2等を用いたコンクリート等製造技術開発
⑨CO2を用いたコンクリート等製造技術開発
⑩CO2の分離・回収技術開発
⑪廃棄物処理のCO2削減技術開発
⑫次世代蓄電池・次世代モータの開発
⑬自動車電動化に伴うサプライチェーン変革技術の開発・実証
⑭スマートモビリティ社会の構築
⑮次世代デジタルインフラの構築
⑯次世代航空機の開発：水素航空機
⑰次世代船舶の開発：水素燃料船・アンモニア燃料船等
⑱食料・農林水産業のCO2削減・吸収技術の開発

巨大市場はどこにあるか

18課題のうち14課題がガス関連
水素、CO2、アンモニア





CO2分離回収貯留及び有効利用技術
～脱炭素社会での企業対応/CCS・CCUS/排出量計算

情報機構

第3章 CO2分離回収貯留技術
第2節 各CO2回収技術
第5項 PCP/MOFを利用したCO2分離

日本製鉄株式会社 上代洋

PCP（MOF）が注目材料であることから、非常に多くのMOF関連ベンチャー企
業が設立されている。ただし、既知のPCPを製造供給することを主業としており、
どこに差別化因子があるのかわからないものも少なからずある。本稿では、特別
な技術を有し、今後の活躍が期待されるベンチャー企業4社について述べる。
（１）MOF Technologies

（２）Mosaic Materials

（３）NuMat Technologies

（４）SyncMOF

SyncMOF
2019年設立の新しい、名古屋大学発のMOFベンチャー。国内外の多くのMOFベンチャーは「自社製造の新

規MOF」「製造力を生かして既知MOFを製品化」「既知MOFのニーズの探索による製品化」等をベースにし
ている場合が多いが、SyncMOF 社は、吸着測定による特性評価、X線による結晶構造解析、ラマン分光によ
るガス吸着状態のその場解析等、市販の装置では解析不能な現象の解明等が行えるという特殊技術を有してい
る。これら、吸着現象、MOFの構造の評価と理解をベースに、研究機関や企業のニーズに合わせた精密測定
や、MOFを用いたガス分離装置の設計・製造も行っている。吸着等温線の測定等の、基礎的な評価装置は
シュシュ市販されているが、混合ガス・流通型装置等、実用的な評価が行える装置はほとんど市販されていな
いため、このような新しいベンチャー企業がMOFの実用化に大きな役割を果たすことが期待される。



ステージ①：MOF選定 ステージ②：大量合成・成形 ステージ③：装置設計



MOFフィルター
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Metal ion Organic ligand
MOF

一般的な吸着剤 柔軟なMOF

構造柔軟性を有するMOFはエネルギー効率が良い



ペレット MOFフィルター

ガス吸着・脱着時のMOFの柔軟な構造変化が阻害されていないことを観測する

MOFの成型加工技術



MOFの構造柔軟性を保ちながらMOFを成型加工する技術

自動車・オートバイのクラッチで二輪では世界首位（国内シャア100%)

自動車ではホンダの全車種、スズキ、SUBARU、フォードの一部車種に部品提供
Wikipedia



Dr. Hirotoshi Sakamoto

ガス導入温度調整試料台
自動圧力揺動装置



Gas

X-ray

Ditector



18

CO2を柔軟に構造変化しながらナノ空間内に取り込むMOF
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CO2を柔軟に構造変化しながらナノ空間内に取り込むMOF 
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CO2を柔軟に構造変化しながらナノ空間内に取り込むMOF 



Summary

• 2050年のカーボンニュートラルに向けてCO2分離に指向した構造柔軟性MOFを担
持したフィルターを作製した。

• 作製したフィルターにおいて、CO2の簡易PSA装置を用いてガス吸着下時分割Ｘ
線回折実験を行ったところ圧力揺動に呼応して担持したMOFの構造変化が観測さ
れた。

• 従来のMOF成型品とは異なりMOF担持フィルターではMOFの構造変化及び吸着
能が阻害されないことが分かる。

• CO２の吸着分離以外の用途に指向したMOFへと用途を広げる。
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